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濱　

田　

由　

美

は
じ
め
に

世
界
的
に
も
高
い
識
字
率
を
誇
っ
た
と
さ
れ
る
江
戸
期
庶
民
の
文
字
教
育
を
支
え

た
の
が
、
寺
子
屋
と
呼
ば
れ
る
民
間
の
教
育
施
設
で
あ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。
文
化
文
政
期
以
降
大
き
く
そ
の
数
を
増
や
し
た（

（
（

と
さ
れ
る
寺
子
屋
の
存
在
が
、

文
字
を
手
習
う
子
供
の
増
加
を
促
し
、
結
果
と
し
て
近
世
庶
民
の
識
字
能
力
の
向
上

に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

か
つ
て
『
維
新
前
東
京
市
私
立
小
学
校
教
育
法
及
維
持
法
取
調
書
』（
以
下
『
取

調
書
』）
で
は
、「
夥
多
ナ
ル
、
或
ハ
能
書
ノ
聞
ヘ
ア
ル
ア
リ
、
或
ハ
門
弟
夥
シ
キ

ニ
名
ア
ル
ア
リ
、
或
ハ
旧
家
ノ
誉
レ
ア
ル
ア
リ
、
又
或
ハ
特
種
ノ
長
所
ヲ
以
テ
顕
ハ

ル
（ヽ
（
（

、」
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
高
名
と
さ
れ
た
江
戸
の
寺
子
屋
師
匠
が
紹
介
さ
れ

た
が
、中
で
も
特
に
「
此
門
中
、師
家
ヲ
ナ
ス
ル
者
頗
ル
多
シ（

（
（

、」
と
評
さ
れ
た
の
が
、

坂
川
暘
谷
の
芝
泉
堂
で
あ
っ
た
。
実
際
暘
谷
の
指
導
に
よ
り
ど
れ
程
の
師
家
が
誕
生

し
た
か
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、乙
竹
岩
造
氏
は
『
日
本
庶
民
教
育
史
』（
以
下
『
教

育
史
』）
の
中
で
暘
谷
に
つ
い
て
、「
そ
の
門
下
か
ら
は
更
に
多
く
の
寺
子
屋
が
文
脈

派
生
し
た（

（
（

」
の
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
泉
字
を
堂
号
に
表
す
こ
と
で
系
統

を
明
ら
か
に
し
て
い
た
と
し
て
、
宝
泉
堂
（
黒
田
藤
一
郎
）・
東
泉
堂
（
熊
谷
暘
周
）・

蓮
泉
堂
・
松
泉
堂
な
ど
、
堂
号
に
泉
の
字
を
有
す
る
暘
谷
門
下
の
寺
子
屋
の
存
在
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
一
方
、『
三
重
先
賢
伝
』
で
は
暘
谷
に
つ
い
て
、「
著
ハ

ス
所
刊
行
ノ
書
帖
二
十
五
種
、広
ク
世
ニ
用
ヒ
ラ
レ
、尚
ホ
芝
泉
堂
書
話
三
巻
ア
リ（

（
（

、」

と
の
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
様
に
多
く
の
寺
子
屋
師
匠
を
育
て
、
著
書
を
残
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
は
い
る

も
の
の
、
こ
れ
ま
で
暘
谷
に
つ
い
て
詳
細
に
語
ら
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て

い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
時
に
「
暘
谷
流
」
と
も
称
さ
れ
た
そ
の
書
法
に
よ
り
、
三
千

人
と
も
伝
え
ら
れ
る
多
く
の
門
弟
を
育
て
た
芝
泉
堂
の
師
匠
坂
川
暘
谷
を
通
し
て
、

近
世
庶
民
の
識
字
教
育
を
支
え
た
筆
道
家
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
、
坂
川
暘
谷
と
暘
谷
流

芝
浜
松
町
二
丁
目
に
書
道
塾
を
設
け
、多
く
の
門
弟
を
育
て
た
と
さ
れ
る
暘
谷
は
、

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
菰
野
宿
野
村
（
三
重
県
菰
野
町
）
に
誕
生
し
た
。
名
前
を

平
治
郎
、
後
に
平
学
と
改
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
暘
谷
の
父
吉
右
衛
門
喜
長
は
、
菰

野
藩
十
人
扶
持
御
賄
役
を
務
め
た（

（
（

と
さ
れ
る
も
の
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
菰
野
町

に
残
さ
れ
た
「
維
新
以
前
郷
土
教
育
概
覧（

（
（

」（
以
下
「
教
育
概
覧
」）
に
は
、
暘
谷
に

関
す
る
次
の
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
ニ
出
テ
粟
田
門
派
溝
口
流
ノ
書
道
ヲ
松
野
雲
谷
ニ
学
ヒ
テ
免
許
皆
伝
ヲ
受

ク
、
芝
ニ
私
学
芝
泉
堂
ヲ
興
シ
、
広
ク
諸
藩
ノ
右
筆
ニ
書
道
ヲ
授
ク
、

『
取
調
書
』
に
よ
る
と
、
松
野
龍
谷
は
青
蓮
院
御
直
門
で
あ
り
、
そ
の
書
法
を
悉

く
伝
授
さ
れ
た
人
物
と
伝
え
ら
れ
る（

（
（

。
伏
見
天
皇
の
第
六
皇
子
で
あ
る
青
蓮
院
宮
尊

円
法
親
王
の
創
始
に
よ
る
御
家
流
は
師
資
相
承
で
あ
り
、
そ
の
流
派
か
ら
は
多
く
の

書
流
が
生
ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
溝
口
流
の
書
家
で
あ
る
龍
谷
の

書
法
に
は
、
乾
巻
・
坤
巻
・
い
ろ
は
の
巻
・
陰
巻
・
陽
巻
と
五
段
階
あ
り
、
同
書
に

残
さ
れ
た
「
乾
巻
伝
授
ヲ
終
ヘ
、
又
坤
巻
ヲ
伝
授
セ
ラ
ル
ニ
及
ビ
テ
ハ
、
所
謂
谷
号

を
授
カ
リ
、
高
弟
ニ
列
ス
ル（

（
（

、」
の
記
述
に
よ
り
、
龍
谷
が
高
弟
へ
の
谷
号
伝
授
を

一
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始
め
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
実
際
に
谷
号
が
伝
授
さ
れ
た
の
は

百
七
八
十
年
間
に
わ
ず
か
四
八
名（

（（
（

と
あ
り
、
免
許
皆
伝
と
な
る
の
は
容
易
で
な
か
っ

た
と
想
像
さ
れ
る
。「
溝
口
流
谷
号
伝
授
ノ
姓
名
表
」
に
よ
る
と
、
松
野
龍
谷
か
ら

溝
口
千
谷
・
松
野
暁
谷
・
同
雲
谷
へ
と
谷
号
が
伝
授
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る（

（（
（

。
ま
た
、
一
般
に
書
法
伝
授
に
際
し
て
は
、
他
言
せ
ず
と
の
誓
約
文
の
提
出
が

求
め
ら
れ
て
お
り（

（（
（

、
筆
法
の
流
失
に
は
厳
し
く
注
意
が
払
わ
れ
て
い
た
も
の
と
想
像

さ
れ
る
。

修
行
の
後
、
晴
れ
て
免
許
皆
伝
と
な
っ
た
暘
谷
の
塾
に
は
、
菰
野
藩
の
右
筆
・
代

官
な
ど
も
指
導
を
受
け
に
来
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
菰
野
藩
で
代
官
を
務
め
て
い

た
辻
家
に
も
、
二
代
目
録
造
が
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
暘
谷
よ
り
賜
っ
た
、
琮

泉
堂
・
暘
琤
の
免
許
状
が
残
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

ま
た
、
こ
の
暘
谷
の
書
法
を
正
式
に
採
用
し
た
の
が
忍
の
藩
校
進
修
館
で
あ
る
。

『
忍
藩
校
進
修
館
沿
革
略
記
』
に
は
次
の
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。

暘
谷
・
御
家
ノ
二
流
ハ
公
文
書
ノ
筆
写
ニ
適
応
ス
レ
バ
之
ヲ
研
究
ス
ル
モ
ノ
多

ク
、
唐
様
ハ
当
時
悪
筆
、
唐
様
ニ
似
タ
リ
ト
言
ヘ
ル
譫
ア
リ
テ
、
士
分
以
上
ノ

者
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、
此
書
体
ヲ
練
習
ス
ル
モ
ノ
極
メ
テ
稀
ナ
リ
キ（

（（
（

、

こ
の
記
述
に
よ
り
、
暘
谷
の
書
法
が
当
時
暘
谷
流
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
も
っ
と
も
『
取
調
書
』
に
よ
る
と
、「
御
家
流
ハ
古
来
盛
ニ
行
ハ
レ
、

光
悦
流
・
瀧
本
流
・
伝
内
流
・
大
橋
流
・
溝
口
流
・
花
形
流
・
百
瀬
流
・
長
尾
流
等

ハ
皆
此
御
家
流
ヨ
リ
出
タ
ル
支
流
ニ
シ
テ
、
後
世
益
々
其
流
派
ノ
多
キ
ヲ
見
ル
ニ
至

レ
リ（

（（
（

、」と
あ
る
よ
う
に
、暘
谷
の
修
行
し
た
溝
口
流
は
御
家
流
の
支
流
で
あ
る
た
め
、

実
際
に
は
双
方
に
大
き
な
違
い
は
無
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

先
の
「
教
育
概
覧
」
に
よ
る
と
、
菰
野
に
お
け
る
暘
谷
の
師
は
儒
者
の
小
沢
蜂
陵

で
あ
り
、
そ
の
門
下
に
は
忍
藩
の
藩
校
進
修
館
の
命
名
者
、
平
井
澹
所
の
名
も
見
受

け
ら
れ
る（

（（
（

。
進
修
館
は
、
伊
勢
桑
名
藩
主
松
平
忠
翼
が
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）

に
創
設
し
た
藩
校
で
あ
り
、
松
平
忠
堯
が
忍
へ
転
封
と
な
っ
た
後
の
天
保
七
年

（
一
八
三
六
）
八
月
、
忍
藩
領
に
再
設
さ
れ
て
い
る（

（（
（

こ
と
か
ら
、
桑
名
に
近
い
菰
野

の
出
身
で
あ
る
暘
谷
あ
る
い
は
澹
所
は
、
創
設
期
の
進
修
館
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た

も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

二
、
溝
口
流
谷
号
伝
授
の
筆
道
家
た
ち

先
の『
取
調
書
』に
は
、「
溝
口
荘
司
ハ
千
谷
ト
号
シ
、青
蓮
院
宮
家
ノ
御
直
門
ナ
リ
、

其
祖
先
ハ
松
野
龍
谷
ニ
シ
テ
、
御
直
門
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
書
法
皆
伝
且
龍
谷
ノ
号

モ
賜
ハ
ル
所
ニ
シ
テ
、
高
弟
ノ
輩
ニ
ハ
谷
ノ
一
字
ヲ
讓
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
シ
ト
、
龍
谷

ヨ
リ
溝
口
千
谷
ニ
至
ル
ニ
及
ビ
テ
ヤ
門
人
頗
ル
多
ク
、
溝
口
流
ノ
称
是
ニ
於
テ
ヤ
起

リ
、
且
大
ニ
流
行
セ
シ
ト
云
フ
、
千
谷
ヨ
リ
同
暁
谷
ト
ナ
リ
、
次
ニ
松
野
雲
谷
同
陽

谷
同
神
谷
等
世
々
相
讓
ル
、
而
シ
テ
坂
川
暘
谷
（
芝
泉
堂
）
ハ
松
野
雲
谷
ノ
門
弟
ニ

シ
テ
、
芝
ニ
住
シ
其
門
人
頗
ル
多
カ
リ
シ
ト
云
フ（

（（
（

、」
と
の
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。

谷
号
伝
授
を
始
め
た
龍
谷
よ
り
続
く
筆
道
家
の
流
れ
を
図
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な

る
。

（
傳
十
郎
）             　
　
　
　

                 

（
傳
十
郎
）

松
野
龍
谷　
　

溝
口
千
谷　
　

松
野
暁
谷　
　

松
野
雲
谷　
　

（
自
玄
堂
）  　

（
自
玄
堂
）　　
（
自
玄
堂
）

坂
川
暘
谷　
　

坂
川
俊
谷

（
傳
十
郎
）

松
野
陽
谷　
　

松
野
神
谷

（
自
玄
堂
）

 

（『
取
調
書
』
の
「
溝
口
流
谷
号
伝
授
ノ
姓
名
表
」
よ
り
作
成
）

ま
た
、『
新
撰
増
補
和
漢
書
図
一
覧
』
に
も
溝
口
千
谷
に
関
す
る
記
述
が
残
さ
れ

二
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三
、
暘
谷
の
著
作
と
筆
道
指
導

寺
子
屋
の
教
科
書
と
も
称
さ
れ
る
往
来
物
は
、
印
刷
技
術
の
向
上
も
手
伝
っ
て
、

凡
そ
七
〇
〇
〇
種
が
広
範
に
流
布
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
暘
谷
に
も
多
く
の
著

作
が
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
殆
ど
が
残
さ
れ
て
い
な
い
と

考
え
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
菰
野
町
史
』
に

も
、「
村
内
幸
に
肉
筆
の
も
の
二
三
在
す
る
も
、
板
行
の
も
の
は
殆
ど
遺
存
す
る
も

の
な
し（

（（
（

、」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
多
い
と
伝
え
ら
れ
る
そ
の
数
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
暘
谷
の
著
作
は
二
五
種
類
程
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
実
際
に
は
書

名
だ
け
に
限
る
な
ら
思
い
の
外
多
く
、
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
暘
谷
の
著
書
『
坂川

御
家
書
札　

仮
名
文　

詩
歌
』・『
御家

商
売
往
来
並
官
名
』・『
御家

庭
訓
往
来
』 

の
三
冊
に

記
載
さ
れ
て
い
る
「
芝
泉
堂
先
生
発
行
書
一
覧
」、並
び
に
『
菰
野
町
史
』
だ
け
で
も
、

三
九
種
の
書
名
が
確
認
さ
れ
た
。

て
い
る
。

御
家
ヨ
リ
出
テ
一
流
ヲ
ナ
ス
、
門
人
三
千
余
ア
リ
ト
云
、（
中
略
）
一
時
ノ
ハ

ヤ
リ
モ
ノ
ニ
テ
、
門
人
千
ヲ
以
テ
カ
ゾ
フ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
ワ
ズ
カ
十
年
許
ヲ
過

レ
ハ
、
又
新
ニ
一
流
ヲ
称
ス
ル
モ
ノ
出
テ
、
忽
ニ
其
書
風
廃
シ
、
其
名
モ
知
レ

ズ
ナ
リ
ユ
ク（

（（
（

、

当
時
流
派
を
名
乗
る
事
が
ど
れ
程
の
意
味
を
有
し
て
い
た
か
は
定
か
で
な
い
も
の

の
、
右
の
記
述
か
ら
は
、
門
弟
を
千
人
程
も
抱
え
た
筆
道
家
で
あ
れ
ば
、
自
ら
の
流

派
を
名
乗
っ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
暘
谷
の
著
し
た
『
御家

商
売

往
来
並
官
名
』
に
は
、
門
人
枝
川
暘
洲
に
よ
る
次
の
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。

芝
泉
堂
先
生
書
す
る
処
の
商
売
往
来
刻
、
す
で
に
来
る
先
生
に
就
く
学
人
始
千

人
に
満
り
、
今
此
冊
を
以
て
す（
摺
る
（る
事
は
、
人
毎
に
手
書
し
て
与
ふ
る
の
労
を
省

く
た
め
な
り
、
且
書
肆
の
需
に
止
事
を
得
ず
、
世
に
公
に
す
る
に
至
と
云
、

文
政
乙（
八
年
（酉
仲
夏

門
人　

枝
川
暘
洲
識（

（（
（

ま
た
『
取
調
書
』
に
は
、「
凡
師
家
タ
ル
モ
ノ
、何
々
堂
ト
ノ
号
ア
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
ク
、

（
中
略
）
其
号
ハ
師
匠
タ
ル
モ
ノ
、
其
先
師
ヨ
リ
授
カ
リ
シ
書
号
ノ
一
字
ヲ
冠
ス
ル

モ
ア
リ（

（（
（

、」
の
記
述
が
残
さ
れ
て
お
り
、
堂
号
は
師
匠
よ
り
譲
ら
れ
た
書
号
の
一
字

を
用
い
て
名
乗
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
同
様
の
記
述
は
、
菰
野
町
に
残
さ
れ
た
龍

崎
養
中（
半
右
衛
門
守
脩
）に
よ
る「
源
泉
堂
暘
混
説
」の
中
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。「
謁

し
て
言
う
、
請
う
、
泉
暘
の
二
字
を
執
り
て
、
我
の
字
号
を
撰
め
ん
と
。
是
れ
芝
泉

堂
の
故
事
な
り（

（（
（

。」
こ
の
記
述
に
よ
り
、
暘
谷
が
門
弟
に
与
え
た
の
は
、
泉
と
暘
の

二
文
字
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
源
泉
堂
暘
混
と
は
、
菰

野
藩
で
代
官
を
務
め
た
録
蔵
の
兄
津
右
衛
門
孝
長
の
こ
と
で
、
数
術
に
優
れ
菰
野
藩

士
と
し
て
江
戸
に
赴
き
、
書
記
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
人
物
と
さ
れ
る（

（（
（

。
ま
た
一
方
の

龍
崎
養
中
は
、
菰
野
出
身
の
儒
者
で
あ
る（

（（
（

。

三

書　

名

①

②

③

④

女
今
川

○

○

○

○

ち
ら
し
書

○

商
売
往
来

○

○

○

○

四
季
詩
歌

○

女
教
訓
千
代
の
鶴

○

○

○

庭
訓
往
来

○

○

○

○

百
体
百
人
一
首

○

○

○

消
息
往
来

○

○

○

○

書
札
仮
名
文
詩
歌

○

瀟
相
八
景
詩
歌
付
百
官
折
本

○
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①
『
坂川

御
家
書
札　

仮
名
文　

詩
歌
』
文
政
五
年
（
筆
者
所
有
）

②
『
御家

商
売
往
来
並
官
名
』
文
政
八
年
（
�
俊
雄
氏
所
蔵
）

③
『
御家

庭
訓
往
来
』 

文
政
一
一
年
（
�
俊
雄
氏
所
蔵
）　

④
『
菰
野
町
史
』

こ
れ
ら
の
著
作
の
中
で
、
最
も
早
い
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
の
が
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
の
記
述
が
残
る
『
坂川

御
家
書
札　

仮
名
文　

詩
歌
』
で
あ
る
。
暘
谷
が

書
家
と
し
て
活
躍
し
た
時
期
を
特
定
で
き
る
記
録
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
こ
の
書
の
記
述
に
よ
り
、
文
政
五
年
に
は
既
に
筆
道
指
導
に
携
わ
っ
て

い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
同
書
に
は
、

改
年
之
御
慶
不
レ
可
レ   

有
二
尽
期
一
候
、    

公
方
様
、
大
納
言
様
、
益

御
機
嫌
能
被
レ
成
二
御
座
一
、

年
始
之
御
規
式
、
首
尾
好

相
済
可
レ
申
レ
奉
二
恐
悦
一
候
、

将
又
、
貴
様
愈
御
堅
固

可
レ
被
レ
成
二
御
越
年
一
、
珍
重

四

集
芳
帖

○

○

○

四
季
ち
ら
し
折
本

○

○

○

風
雅
帖

○

○

○

龍
田
帖

○

○

○

和
漢
朗
詠
集

○

○

○

御
成
敗
式
目

○

○

○

小
野
道
風
語
石
摺

○

○

○

風
月
往
来

○

○

○

和
漢
詩
歌
合

○

○

百
人
一
首

○

○

明
衡
往
来

○

○

芝
泉
堂
書
話

○

○

本
朝
名
公
法
帖

○

○

○

書
札

○

○

謹
慎
語

○

○

江
戸
往
来

○

○

○

伊
呂
波
帖

○

○

○

書
札
文
集

○

詩
歌
帖

○

○

○

通
俗
用
文
章

○

○

掌
玉
書
札
大
成

○

女
大
学

○

○

五
常
語

○

新
春
帖

○

○

隅
田
川
往
来

○

○

書
札
大
成

○

女
今
川
艶
紅
梅

○

書
札
並
仮
名
文

○

嘉
栄
再
書

○
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明
ら
か
で
あ
り（

（（
（

、
息
の
長
い
支
持
が
あ
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、『
東

京
掃
苔
録
』
に
よ
る
と
、暘
谷
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
六
月
一
四
日
に
亡
く
な
っ

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
暘
谷（

（（
（

亡
き
後
の
再
刻
で
あ
っ
た
と
も
の
と
思
わ
れ

る
。

四
、
暘
谷
の
門
弟
に
よ
る
寺
子
屋

文
政
四
年
（
一
八
一
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
筆
道
師
家
人
名
録
』（
以
下
『
人
名
録
』）

に
は
、
当
時
活
躍
の
筆
道
家
が
四
九
六
名
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
編
さ
ん
目
的
は

凡
例
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

凡　

例

○
此
編
所
謂
筆
道
諸
流
先
生
ノ
名
家
ヲ
記
載
セ
シ
ハ
、
子
弟
ノ
学
ハ
ン
ト
欲
シ

テ
、
師
家
ヲ
求
ル
者
ノ
一
助
ト
ス
ル
ノ
ミ
、

○
諸
家
ノ
排
列
順
次
ハ
優
劣
ヲ
論
セ
ス
、
但
聞
識
ニ
従
ヒ
鬮
札
ヲ
取
リ
、
是
ヲ

定
ム
、
又
伊
呂
波
ヲ
以
テ
ス
ル
ハ
、
其
姓
名
ノ
捜
索
ヲ
便
ト
ス
ル
ノ
ミ（

（（
（

、

こ
の
書
に
は
、
誰
の
門
弟
で
あ
る
か
を
明
記
し
た
筆
道
家
が
少
な
く
な
い
。
中
で

も
多
く
の
門
弟
を
抱
え
た
師
匠
と
し
て
は
、
著
者
で
あ
る
村
上
帰
旭
の
父
、
村
上
酒

山
（
五
二
名
）
を
筆
頭
に
、
岩
田
夫
山
（
一
八
名
）・
玉
江
藍
皐
（
一
三
名
）・
蓮
池

堂
文
盟
（
九
名
）
な
ど
の
存
在
が
際
だ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
中
で
陽
谷
の
門
人

と
し
て
記
録
さ
れ
た
の
は
以
下
の
六
名
で
あ
る
。

田
中
暘
明　
　
　
　
　

宗
十
郎
町

柳
沢
暘
岳　
　
　
　
　

小
川
町

枝
川
暘
洲　
　
　
　
　

愛
宕
町

宮
田
暘
渓　
　
　
　
　

日
比
谷

疋
田
暘
泰　
　
　
　
　

愛
宕
町

鈴
木
暘
嵩　
　
　
　
　

芝
中
門
前
二
丁
目

こ
こ
に
記
さ
れ
た
六
名
は
、い
ず
れ
も
名
前
に
暘
の
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

存
候
、
年
頭
之
御
祝
詞

為
レ
可
レ
得
二
御
意
一
、
如
レ
斯
御
座
候
、

猶
期
二
永
日
之
時
一
候
、

恐
惶
謹
言
、

正
月

一
筆
致
二
啓
上
一
候
、
然
者

今
度
私
儀
、
京
都

御
使
相
勤
候
付
、
可
レ
被
レ
任
二

少
将
一
之
旨
、
被
二

仰
渡
一
候
、
併
官
位
昇
進

之
儀
不
レ
得
二

上
意
一
、
難
レ
及
二
御
請
一
旨

申
上
候
、
此
等
之
趣
御
執
成

所
レ
仰
候
、
恐
惶
謹
言
、

月　

日

な
ど
の
例
文
が
数
多
く
納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、庶
民
に
向
け
た
書
で
は
な
く
、

広
く
諸
藩
の
右
筆
に
書
道
を
授
け
て
い
た
と
さ
れ
る
暘
谷
が
、
彼
ら
の
指
導
書
と
し

て
作
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
記
録
に
残
る
著
書
の
中
に
は
先
の
一

覧
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
書
札
だ
け
で
も
六
冊
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の

門
弟
を
抱
え
た
暘
谷
が
、
必
要
に
応
じ
て
指
導
書
を
作
成
し
て
い
っ
た
結
果
、
数
が

増
え
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先
の
『
御家

商
売
往
来
並
官
名
』
に
は
、「
今
此
冊

を
も
つ
て
す（
摺
る
（る

事
は
、
人
毎
に
手
書
き
し
て
与
ふ
る
の
労
を
省
く
た
め
な
り
」
と
の

記
述
が
残
さ
れ
て
お
り
、
本
来
手
本
は
手
書
き
が
基
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

敢
え
て
板
行
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
背
景
に
は
、
門
弟
の
増
加
が
あ
っ
た
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。
ま
た
暘
谷
の
著
作
で
あ
る
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
に
刊
行
さ

れ
た
『
御家

庭
訓
往
来
』
が
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
再
刻
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

五
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先
の
『
教
育
史
』
に
紹
介
さ
れ
た
寺
子
屋
の
中
の
蓮
泉
堂
（
小
岸
暘
淡
）、
東
泉
堂

（
熊
谷
暘
周
）、さ
ら
に
は
菰
野
の
琮
泉
堂
（
暘
琤
）
に
お
い
て
は
、「
源
泉
堂
暘
混
説
」

に
あ
る
、「
泉
暘
の
二
字
を
執
り
て
、
我
の
字
号
を
撰
め
ん
と
、
是
れ
芝
泉
堂
の
故

事
な
り
、」
の
記
述
通
り
、
泉
と
暘
二
字
の
使
用
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

東
泉
堂
（
熊
谷
暘
周
）
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
学
制
頒
布
の
後
、「
私

立
小
学
校
設
立
願
」（
以
下
「
設
立
願
」）
を
提
出
し
、薫
陶
学
校
と
名
前
を
変
え
た
。

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
作
成
さ
れ
た
「
設
立
願
」
は
、
今
も
東
京
都
公
立
文
書

館
に
残
さ
れ
て
い
る
。

一　

教
員
履
歴

教
師

東
京
府
貫
属
士
族

熊
谷
益
幸
父
隠
居

熊
谷
源
次
郎

戌
五
十
八
歳
十
一
ヶ
月

文
政
八（
一
八
二
五
（

乙
酉
年
三
月
ヨ
リ
天
保
天
保
五（
一
八
三
四
（

甲
午
年
七
月
マ
テ
、都
合
十
ヶ
年
之
間
、

旧
仙
台
藩
士
大
沢
赤
城
ヘ
従
学
支
那
学
修
業
、
文
政
七
年
甲
申
年
正
月
ヨ
リ
天

保
六
乙
未
年
二
月
マ
テ
、
都
合
十
二
ヶ
年
之
間
、
元
米
津
伊
勢
守
家
士
坂
川
平

学
ヘ
従
学
筆
道
修
業
行
、
同
年
二
月
開
業（

（（
（

、

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
米
津
伊
勢
守
と
は
、
長
瀞
藩
（
山
形
県
東
根
市
）
の
二
代

目
藩
主
、
米
津
政
懿
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
藩
は
、
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）

米
津
通
政
が
初
代
藩
主
と
な
っ
た
小
藩
で
、
藩
士
以
下
重
臣
は
皆
愛
宕
下
の
上
屋
敷

に
常
駐
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
暘
谷
が
こ
の
米
津
伊
勢
守
の
家
臣
に
な
っ
た
経

緯
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
浜
松
町
二
丁
目
の
暘
谷
の
塾
と
長
瀞
藩
の
上
屋
敷
が
近

距
離
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
さ
れ
な
い
。

ま
た
、
こ
の
藩
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
上
総
国
大
網
藩
知
事
で
あ
っ
た
米

津
政
敏
が
藩
庁
を
常
陸
国
河
内
郡
龍
ヶ
埼
村
（
茨
城
県
竜
ヶ
埼
市
）
に
移
し
た
こ
と

で
、龍
ヶ
﨑
藩
と
改
称
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、蓮
泉
堂
（
小
岸
暘
淡
）
の
「
設

立
願
」（
以
下
「
設
立
願
」）
に
は 

、坂
川
平
学
は
旧
竜
ヶ
﨑
藩
士
と
記
さ
れ
て
い
る
。

一　

教
員
履
歴

東
京
府
管
下
平
民

小
岸
重
右
衛
門

五
十
四
歳
三
ヶ
月

文
政
八
乙
酉
六
月
ヨ
リ
天
保
六
乙
未
年
迄
、
都
合
十
一
ヶ
年
間
、
旧
中
津
藩

士
山
川
桂
蔵
江
従
学
支
那
学
修
業
、
文
政
八
乙
酉
年
十
月
ヨ
リ
同
十
二
午
年

迄
、
都
合
五
ヶ
年
間
、
同
藩
士
佐
藤
三
弥
江
従
学
筆
道
并
算
術
修
業
、
弘
化

二（
一
八
四
五
（

乙
巳
年
一
一
月
ヨ
リ
明（
一
八
七
一
（

治
四
年
五
年
五
月
ま
で
、
都
合
十
七
ヶ
年
間
、
旧
竜

﨑
藩
士
坂
川
平
学
江
転
学
筆
道
修
業
、
明
治
六
年
九
月
ヨ
リ
東
京
府
講
習
所
ニ

於
テ
、
小
学
教
則
講
習
仕
、
同
七
年
二
月
卒
業
。
弘
化
元
甲
辰
年
ヨ
リ
明
治
七

年
迄
、
都
合
三
十
一
ヶ
年
生
徒
教
授
罷
在
候（

（（
（

、

こ
の
「
設
立
願
」
を
提
出
し
た
暘
谷
の
門
弟
は
、
熊
谷
源
次
郎
・
小
岸
重
右
衛
門

の
他
に
、
初
音
学
校
の
佐
藤
晄
谷
・
本
嶋
学
校
の
本
嶋
明
山
・
雨
国
学
校
の
松
浦
明

谷
の
三
名
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
龍
ヶ
﨑
藩
士
坂
川
平
学
の
門
弟
と
の

記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
設
立
願
」
に
残
さ
れ
た
本
嶋
学
校
の
教
員
履
歴
を
見
て

み
る
と
、

東
京
府
管
下

平
民本

嶋
明
山

四
十
八
歳
六
ヶ
月

弘
化
二
年
乙
巳
年
正
月
ヨ
リ
嘉
永
二
己
酉
十
一
月
迄
、
都
合
五
ヶ
年
間
、
旧
幕

臣
宮
崎
次
郎
大
夫
江
従
学
支
那
学
修
業
、
明
治
二
己
巳
年
三
月
ヨ
リ
同
三
庚
午

年
十
月
迄
、
都
合
二
ヶ
年
間
、
東
京
府
管
下
平
民
渡
辺
栄
之
助
江
従
学
和
算
修

業
、嘉
永
元
戊
申
年
十
一
月
ヨ
リ
同
二
己
酉
年
六
月
迄
、都
合
二
ヶ
年
間
、龍
ヶ

﨑
藩
士
坂
川
平
学
江
従
学
筆
道
修
業
、
同
年
十
一
月
ヨ
リ
慶
応
三
丁
卯
年
十
二

月
迄
、
都
合
十
九
ヶ
年
、
東
京
府
管
下
平
民
松
浦
明
谷
江
転
学
筆
道
修
業
、
明
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お
わ
り
に

一
説
に
よ
る
と
、
江
戸
に
は
一
二
〇
〇
も
の
寺
子
屋
が
存
在
し
た
と
伝
え
ら
れ

る（
（（
（

。
実
際
の
数
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、文
政
年
間
（
一
八
一
一
～一
八
二
九
）
に
は
、

「
師
弟
ノ
学
ハ
ン
ト
欲
シ
テ
師
家
ヲ
求
ル
」
た
め
に
『
筆
道
師
家
人
名
録
』
が
必
要

と
さ
れ
る
ほ
ど
、
教
育
熱
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
社

会
状
況
が
寺
子
屋
教
育
の
普
及
を
も
促
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。も
っ
と
も
、

全
て
の
師
匠
が
確
か
な
筆
道
修
行
の
後
に
寺
子
屋
を
開
業
し
た
と
は
限
ら
な
い
も
の

の
、
谷
号
伝
授
の
筆
道
家
達
の
様
に
、
一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
し
た
証
と
し
て
名
前
を

伝
授
さ
れ
た
指
導
者
も
、
徐
々
に
数
を
増
し
て
い
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

ま
た
、寺
子
屋
の
教
科
書
と
呼
ば
れ
る
往
来
物
は
、お
よ
そ
七
〇
〇
〇
種
類
も
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
暘
谷
に
も
多
く
の
著
書
が
あ
っ
た

こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
背
景
に
は
沢
山
の
門
弟
を
抱
え
た
こ
と

で
、
筆
道
指
導
の
た
め
に
手
本
の
板
刻
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
様
々
な
立

場
の
門
弟
に
応
じ
る
た
め
、
そ
の
教
材
と
な
る
書
の
種
類
が
増
え
る
状
況
に
あ
っ
た

事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

暘
谷
は
筆
道
家
と
し
て
の
活
躍
の
場
が
主
に
江
戸
で
あ
っ
た
た
め
、
郷
里
で
の
評

価
は
思
い
の
外
高
く
は
な
い
も
の
の
、
亡
く
な
る
直
前
ま
で
菰
野
の
代
官
・
右
筆
へ

の
筆
道
指
導
に
尽
力
し
て
い
た
こ
と
は
、
辻
録
蔵
に
与
え
た
免
許
状
に
よ
り
明
ら
か

で
あ
る
。
ま
た
、
同
家
に
贈
ら
れ
た
「
弄
花
香
満
衣（

（（
（

」
の
書
に
よ
っ
て
、
暘
谷
晩
年

の
筆
跡
が
辛
う
じ
て
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
時
多
く
の
門
弟
を
抱
え
た
筆
道
家
が
決
し
て
少
な
く
な

か
っ
た
事
は
、
先
の
『
人
名
録
』
に
よ
り
明
ら
か
あ
る
。
こ
の
門
弟
増
加
に
尽
力
し

た
塾
の
存
在
が
、
寺
子
屋
増
加
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
暘
谷
の

塾
も
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、
近
世
庶
民
の
識
字
能
力
向
上
の
一
翼
を
担
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。　

治
六
癸
酉
年
九
月
東
京
府
於
講
習
所
、
小
学
教
則
講
習
仕
、
同
七
甲
戌
年
二
月

十
二
日
卒
業
、
嘉
永
二
己
酉
年
正
月
ヨ
リ
当
甲
戌
年
迄
、
都
合
二
十
六
ヶ
年
間
、

生
徒
教
授
罷
在
候（

（（
（

、

と
の
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
、雨
国
学
校
の
松
浦
明
谷
の
教
員
履
歴
に
は
、

教
師

松
浦
明
谷

戌
五
十
八
歳
一
ヶ
月

天
保
七
年
丙
申
十
一
月
ヨ
リ
嘉
永
二
己
酉
年
迄
、
都
合
十
四
ヶ
年
間
、
竜
﨑
藩

士
坂
川
平
学
エ
従
学
支
那
学
并
筆
道
修
業
、天
保
十
一
庚
子
年
正
月
ヨ
リ
開
業
、

当
明
治
七
年
四
月
迄
、
三
十
五
ヶ
年
生
徒
教
授
罷
在（

（（
（

と
記
さ
れ
て
い
る
。
両
名
の
記
録
か
ら
本
嶋
と
松
浦
が
共
に
暘
谷
に
亡
く
な
る
直
前

ま
で
指
導
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
暘
谷
亡
き
後
は
松
浦
が
、
筆
道
修

行
を
始
め
て
日
の
浅
い
本
嶋
の
指
導
を
引
き
継
い
だ
も
の
の
、
同
様
の
対
応
が
他
の

門
弟
に
も
な
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
暘
谷
が
支
那
学
指
導
も
お
こ

な
っ
て
い
た
事
実
は
、
松
浦
の
記
録
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
の
、「
設
立
願
」
に
は
、旧
川
越
藩
松
野
伝
十
郎
へ
従
学
し
た
坂
口
武
右
衛
門
（
坂

口
学
校
）
と
、
松
野
雲
谷
へ
従
学
の
大
沢
重
喜
（
墨
淵
学
校
）
の
記
録
も
残
さ
れ
て

い
る
。
暘
谷
の
師
で
あ
る
松
野
雲
谷
が
、
伝
十
郎
と
称
し
て
い
た
こ
と
は
、『
取
調

書
』
に
残
さ
れ
た
「
溝
口
流
谷
号
伝
授
ノ
姓
名
表
」
に
よ
り
、
明
ら
か
で
あ
る
。
ま

た
、
暘
谷
へ
の
従
学
時
期
も
「
設
立
願
」
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
文
政
七
年
か
ら
天
保

七
年
、
あ
る
い
は
文
政
一
〇
年
か
ら
天
保
元
年
と
大
き
く
異
な
っ
て
は
い
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
雲
谷
と
伝
十
郎
は
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
菰
野

町
の
辻
家
に
も
、「
武
州
川
越
城
主　

松
平
大
和
守
殿
臣　

溝
口
流
高
弟　

松
野
伝

十
郎
書
」
と
記
さ
れ
た
色
紙
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
書
も
暘
谷
の
師
で
あ
る
松
野

雲
谷
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
さ
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
暘
谷
も
伝
十
郎

も
共
に
筆
道
指
導
を
通
じ
て
諸
藩
に
出
仕
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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註
（（）
石
川
謙　
『
寺
子
屋
』　

至
文
堂　

一
九
六
〇
年　

九
八
頁

（（）
大
日
本
教
育
会
『
維
新
前
東
京
市
私
立
小
学
校
教
育
法
及
維
持
法
取
調
書
』

一
八
九
二
年
（
国
書
刊
行
会　
『
明
治
教
育
古
典
叢
書
』　

一
九
八
一
年
）
附
録

一
三
頁

（（）
［
前
掲
書
］　

附
録
一
三
頁

（（）
乙
竹
岩
造
『
日
本
庶
民
教
育
史
』
中
巻  

臨
川
書
店  

一
九
七
〇
年   

六
九
三
頁

（（）
浅
野
儀
史
『
三
重
先
賢
伝
』　

別
所
書
店　

一
九
三
一
年　

一
〇
六
頁

（（）
菰
野
町
史
編
纂
委
員
『
菰
野
町
史
』　

菰
野
町
史
刊
行
会　

一
九
七
四
年
復
刻

（
一
九
四
一
年
初
版
）
三
五
九
頁

（（）
「
維
新
以
前
郷
土
教
育
概
覧
」（
菰
野
町
立
図
書
館
所
蔵
）

（（）
『
取
調
書
』（
前
掲
）　

一
〇
頁

（（）
『
取
調
書
』（
前
掲
）　

一
一
頁

（（0）
『
取
調
書
』（
前
掲
）　

一
一
頁　

（（（）
『
取
調
書
』（
前
掲
）　

一
一
頁

（（（）
『
取
調
書
』（
前
掲
）　

一
一
～
一
二
頁

誓
約
之
事

入
木
道
之
事
、
御
伝
授
被
二
成
下
一
候
趣
、
他
人
者
勿
論
、
雖
レ

為
二
親
子
兄
弟
一
、
聊
不
レ
可
レ
及
二
言
外
一
、
御
伝
之
品
並
聞
書
等
仕　

候
共
、
没
後
可
レ
致
二
返
上
一
候
、
尤
御
流
儀
大
切
相
守
可
レ
申
事
、

右
之
趣
於
二
相
背
一
者
、
日
本
国
中
大
小
之
神
祇
氏
神
白
山
大
権

現
、
別
而
天
満
神
筆
硯
童
子
可
レ
蒙
二
る
冥
罰
一
者
也
、
仍
而
誓
状

如
レ
件

梅
沢
和
亮
印

弘
化
二
巳
年
六
月
朔
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
典
華
押

御
坊
官
中

諸
大
夫
御
中

右
の
誓
約
文
は
一
例
で
あ
る
も
の
の
、
免
許
皆
伝
の
折
に
は
、
こ
の
他
に
起
請
文

の
提
出
等
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
法
は
大
切
に
守
ら
れ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

（（（）
�
俊
雄
氏
所
蔵

琮
泉
堂暘

琤

右
可
号
之
也

青
蓮
院
宮
御
直
門

芝
泉
堂坂

川
暘
谷

弘
化
四
丁
未
年

九
月
吉
辰

�
録
倉
殿

（（（）
古
市
直
之
進
『
忍
藩
校
進
修
館
沿
革
略
記
』　

大
沢
龍
次
郎
商
店　

　

一
九
二
五
年　

二
七
頁

（（（）
『
取
調
書
』（
前
掲
）　

五
頁

（（（）
「
維
新
以
前
郷
土
教
育
概
覧
」（
前
掲
）　

（（（）
『
忍
藩
校
進
修
館
沿
革
略
記
』（
前
掲
）　

一
～
四
頁

（（（）
『
取
調
書
』（
前
掲
）　

一
〇
頁

（（（）
石
文
山
人
『
和
漢
書
画
一
覧
』（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）

（（0）
坂
川
暘
谷
『
御
家
商
売
往
来
並
官
名
』
文
政
八
年
（
�
俊
雄
氏
所
蔵
）

（（（）
『
取
調
書
』（
前
掲
）　

五
頁

（（（）
龍
﨑
養
中
「
源
泉
堂
暘
混
説
」（
菰
野
町
立
図
書
館
所
蔵
）

（（（）
［
前
掲
書
］

（（（）
「
維
新
以
前
郷
土
教
育
概
欄
」（
前
掲
）

（（（）
梅
村
佳
代
『
近
世
民
衆
の
手
習
い
と
往
来
物
』　

梓
出
版
社　

二
〇
〇
二
年　
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四
頁

（（（）
『
菰
野
町
史
』（
前
掲
）

（（（）
坂
川
暘
谷
『
家御

庭
訓
往
来
』
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
�
俊
雄
氏
所
蔵

�
氏
所
有
と
同
じ
『
家御

庭
訓
往
来
』
で
あ
る
が
、
望
月
文
庫
蔵
の
奥
書
に
は
、

文
政
戌
年
仲
冬
新
刻　

安
政
三
丙
申
年
再
刻

の
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（（（）
『
東
京
掃
苔
録
』（『
続
日
本
仕
籍
協
会
叢
書
』
第
五
期　

一
九
八
二
年
・

一
九
四
〇
年
初
版　

東
京
大
学
出
版
会
）　

一
七
三
頁

名
貴
文　

芝
泉
堂
と
号
す　

書
名
高
し

嘉
永
二
年
六
月
十
四
日
歿　

年
七
十
二　
　

文
光
院
教
道
日
学
居
士

（（（）
森
銑
三
・
中
島
寿
編　

文
政
四
辛
巳
校
正
『
筆
道
師
家
人
名
録
』（『
近
世
人
名

録
集
成
』
第
四
巻
）
勉
強
社　

一
九
七
六
年
）
五
六
〇
頁

（（0）
「
私
立
学
校
設
立
願
」
乾
（
一
八
七
四
年
）　

東
京
都
公
文
書
館
所
蔵

（（（）
［
前
掲
書
］

（（（）
［
前
掲
書
］

（（（）
［
前
掲
書
］

（（（）
石
川
謙
『
寺
子
屋
』（
前
掲
）　

九
三
頁

（（（）
「
弄
花
香
満
衣
」
芝
泉
堂
川
暘
谷
七
十
一
翁
書
（
辻
俊
雄
氏
所
蔵
）

そ
の
記
述
に
よ
り
、
暘
谷
が
亡
く
な
る
前
年
に
認
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

九




